
 



令和６年第７回 
 

周南市農業委員会総会議事録 
 

１ 日 時  令和６年７月１０日（水） 午前１０時０２分 ～午前１０時４３分 

２ 場 所  周南市役所 多目的室 

３ 出席者等 

(１) 出席委員  １８人 

１番  林   俊 一      ３番  野 村 邦 幸 

４番  重 永 正 人      ５番  佐 伯 伴 章 

６番  笠 井 保 雄      ７番  河 内 邦 雄 

８番  藤 原 典 子      ９番  佐 伯 信 治 

10番  髙 橋   恵      11番  秋 貞 啓 子 

12番  藤 井   孝      13番  山 下 敏 彦 

14番  瀧 山 美智子      15番  市 川   進 

16番  有 馬 俊 雅      17番  兼 重   智 

18番  田 中 榮 作      19番  白 石 純 治 

(２) 欠席委員   １人 

２番  歳 光 時 正 

(３) 関係部署職員 ２人 

産業振興部農業振興課 課  長  菅 田 浩 司 

産業振興部農業振興課 農政担当  本 多 和 也 

(４) 事務局職員  ３人 

次長補佐  神 本 和 典     書  記  重 岡 のぞみ 

書  記  山 崎 絵 美 

(５) 傍聴人 なし 

 

 

 



４ 議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名  

第２ 議決事項  

 

議案第27号 農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の

２第２項の規定による農業振興地域整備計画のうち

農用地利用計画の変更（除外）に係る意見聴取につい

て 

１件 

 

議案第28号 農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の

２第２項の規定による農業振興地域整備計画のうち

農用地利用計画の変更（非農地判断等）に係る意見聴

取について 

２件 

 議案第29号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について ４件 

 議案第30号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について １件 

 
議案第31号 農地法第５条第１項の規定による許可後の事業計画

の変更承認申請について 
１件 

 
議案第32号 令和５年度周南市農業委員会事業報告の承認につい

て 
１件 

第３ 報告事項  

 
報告第48号 農地法第３条の３の規定による農地等の権利取得の

届出について 
12件 

 
報告第49号 農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届

出について 
２件 

 
報告第50号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地等の転

用のための権利移動の届出について 
12件 

 
報告第51号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の報告について 
４件 

 報告第52号 開墾農地の耕作届出について １件 

 報告第53号 非農地判断の結果について 150件 

 
報告第54号 非農地判断施行前に非農地扱いとした土地等が非農

地であることの報告について 
33件 

 
報告第55号 相続税の納税猶予の適用を受ける農地等に係る農業

経営を引き続き行っていることの証明について 
１件 

 報告第56号 現況が農地でないことの証明等について ７件 

 
報告第57号 土地改良法第３条の規定による土地改良事業に参加

する資格に係る承認等について 
１件 



神本次長保佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、おはようございます。 

それでは、総会を開催いたします。 

携帯電話につきまして、マナーモード、電源確認をお願いいたし

ます。 

次に、定足数の報告をさせていただきます。 

本日の総会の出席委員は、19人中18人で、周南市農業委員会総会

会議規則第９条の規定を充たしておりますので、総会は成立いたし

ます。 

なお、本日の欠席は、２番・歳光時正委員１名で、周南市農業委

員会総会会議規則第５条の規定による欠席の届出がありましたの

で、ご報告いたします。 

また、議案等についての発言の際は、着席のままでお願いします。 

それでは、議長よろしくお願いします。 

 

開会（午前１０時０２分） 

 

それでは、ただ今より令和６年第７回、周南市農業委員会総会を

開会いたします。 

これより議事に入ります。 

 

議事日程第１、議事録署名委員の指名ですが、周南市農業委員

会総会会議規則第25条第３項に規定された議事録署名委員は、議

長より指名することに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議長より指名いたします。 

５番・佐伯伴章委員、８番・藤原典子委員のご両名にお願いい

たします。 

 

議事日程第２、議決事項に入ります。 



 

 

 

 

 

神本次長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

菅田農業振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第27号「農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の

２第２項の規定による農業振興地域整備計画のうち農用地利用計

画の変更（除外）に係る意見聴取について」を議題といたします。 

事務局より議案の説明をお願いします。 

神本次長補佐 

１ページの議案第27号は、周南市長より農業振興地域の整備に関

する法律第13条第１項に規定する農業振興地域整備計画の変更につ

いて意見を求められたもののうち、農用地区域から除外するもので

１議案１件です。 

番号１番につきましては、令和６年３月11日に開催の第３回総会

における、議案第９号の番号１番として、農用地区域から除外する

ことについての審議に基づき、審議時の状況において、農業振興地

域の農用地区域からの変更については時期尚早と考えられるとする

旨の答申をしたものです。 

農業振興課の説明を受け、地区担当農業委員のご意見をいただい

た上で、農業委員会の決定を行いたいと思います。 

それでは、議案第27号、番号１番について、農業振興課より説明

をお願いします。 

菅田課長 

農業振興課長の菅田です。 

よろしくお願いいたします。 

それでは、議案第27号番号１番についてご説明いたします。 

本件は、申出者が高齢のため、農地を適切に管理することが困難

になり、他に耕作者も見込まれないことから、事業者に売却し、太

陽光発電施設を設置したいとの申出です。 

また、本件は、先ほど事務局から説明がありましたとおり、令和

６年第３回総会にお諮りしましたが、地域住民等への説明が不十分

であり、除外は時期尚早とのご意見をいただいた案件で、この度、

申出者が、対象地区を担当される農業委員や最適化推進委員を通じ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

５番佐伯伴章委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、関係者に説明を行った上で、再度、申出がありましたことから、

改めてお諮りするものです。 

申出地の現況や土地利用計画は、配付させていただいております

参考資料のとおりで、除外の要件は全て満たしており、県には、事

前に除外の見込みであることを確認しております。 

説明は以上となりますが、このたび、再度、議案の提出となりま

したことについては、貴委員会との情報共有不足によるものであ

り、特に、太陽光発電施設の設置にかかる案件については、農業の

生産環境だけでなく集落環境への影響も懸念されますことから、今

後、貴委員会と緊密に連携しながら慎重に事務を進めてまいりま

す。 

以上でございます。 

続きまして、地区担当農業委員から現地調査の結果及び除外につ

いての意見をお願いします。 

佐伯伴章委員 

５番の佐伯です。 

本件につきましては、３月の総会において申請がありましたが、

近隣住民への説明がなされておらず、地区の景観も考慮し、再検討

するべきと申請を見送りました。 

その後、申請者本人と代理者、そして推進委員さんも来ていただ

きまして話し合いをしました。 

そして申請者本人の思いも聞きました。 

それから、私たちのどういう状況ですという思いも伝えて、地区

内の人に説明をして、理解してもらうよう再度お願いをしました。 

申請者は高齢で、農地の維持管理はできないと主張され、転用で

きないなら荒廃させるしかないとも言われました。 

また、当初貸付はだめと言われていたのですけれども、貸付けし

ても良いと話され、他の利用方法も考えられました。 

地区内の方に話を聞きまして、農地としての利用方法は無いか、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸し付けしても良いと言われたのでそのことも意向を伝えて、個

人、又は自治会としてでも管理する可能性はないのかなど、いろい

ろと話しましたが、地区内の方も高齢に近く、太陽光発電施設の設

置に反対の意見も出されているんですが、農地としての利用は不可

能な状況であり、地区内としては今回の申請は仕方ないとの意見で

した。 

農振農用地区域から除外する確認事項も問題はなく、申請を拒む

条件は見られませんでしたので、ご審議のほどよろしくお願いしま

す。 

なお、今回の事案のように、太陽光発電設備の設置が、地域の景

観や周辺住民の生活環境等に大きな影響を与える可能性があるに

も関わらず、その設置者や土地所有者には、周辺住民へ事前の説明

をする義務がないのが現状です。 

地元住民等へ事前の説明がしっかりと行われ、また、地元の意見

が設置者や土地所有者へ伝わるような仕組みを、市の条例等によっ

て明確にしてほしいと思います。 

以上で補足説明を終わります。 

ありがとうございました。 

ただ今の議案第27号、番号１番について質疑を行います。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第27号、番号１番について、採決を行います。 

本件は、承認とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第27号、番号１番は、承認すること

に決定いたします。 

次に、議案第28号「農業振興地域の整備に関する法律施行規則第

３条の２第２項の規定による農業振興地域整備計画のうち農用地



 

 

 

 

神本次長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

菅田農業振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

利用計画の変更（非農地判断等）に係る意見聴取について」を議題

といたします。 

事務局より議案の説明をお願いします。 

神本次長補佐 

２ページの議案第28号は、周南市長より農業振興地域の整備に関

する法律第13条第１項に規定する農業振興地域整備計画の変更に

ついて意見を求められたもののうち、農業委員会が非農地判断をし

た農地として、令和６年２月13日に開催の令和６年第２回総会に報

告第10号番号14番として報告したもの及び、農業振興地域の整備に

関する法律第15条の２第１項の規定による同項に規定する開発行

為が不要であり、農地転用許可も不要な農地として、農地法第５条

第１項第７号及び農地法施行規則第53条の規定による農地等の転

用のための権利移動の制限の例外としての届出を受理し、令和６年

６月10日に開催の令和６年第６回総会に報告第45号番号１番とし

て報告したものについて、農用地区域から除外するもので１議案２

件です。 

農業振興課の説明を受け、農業委員会の決定を行いたいと思いま

す。 

それでは、議案第28号、番号１番及び番号２番について、農業振

興課より一括して説明をお願いします。 

菅田課長 

それでは、議案第28号について、ご説明します。 

まず、番号１番につきましては、非農地判断された１筆の土地に

ついて、農用地区域から除外を行うもので、対象土地の、所在地等

は議案書のとおりでございます。 

続きまして、番号２番については、携帯電話基地局の建設のため、

土地の一部を農用地区域から除外を行うもので、対象土地の所在地

等は議案書のとおりでございます。 

説明は以上です。 



議長（山下会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神本次長補佐 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

ただ今の議案第28号、番号１番及び番号２番について質疑を行い

ます。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第28号について、採決を行います。 

本件は、承認とすることに、ご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第28号、番号１番及び番号２番は、

承認することに決定いたします。 

 

以上で、議案第27号及び議案第28号の審議を終了いたしますが、

特に意見がない旨市長へ答申いたします。 

ここで、農業振興課職員は退席いたします。 

申し訳ありませんが、少しお待ちください。 

（農業振興課職員退席） 

 

次に、議案第29号「農地法第３条第１項の規定による許可申請に

ついて」、番号１番を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

３ページから４ページの議案第29号は、１議案４件です。 

番号１番について、ご説明いたします。 

所在、地目は記載のとおりで、畑１筆の面積が142平方メートルで、

申請譲受人が耕作する農地に隣接する農地です。 

権利移動は所有権移転で、譲渡人は譲受人からの申し出により譲

り渡すものです。 

譲受人は、サトイモやタマネギ等を栽培するため譲り受けるもの



 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

18番田中委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

です。 

農地法第３条第２項各号に掲げられた不許可要件には該当せず、

全部効率利用要件、農作業常時従事要件、地域との調和要件などの

許可要件を全て満たしております。 

以上でございます。 

ただ今の事務局からの説明に関連して、地区担当農業委員からの

現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

田中委員 

18番、田中です。 

議案第29号、番号１番について補足説明をいたします。 

譲受人は９月12日に直接お会いしまして確認いたしました。 

そして、譲渡人については、遠方に居住されていることもさるこ

とながら、譲渡人のお母様と現地で６月14日に、推進委員、事務局

職員、私の３人で確認をいたしました。 

内容につきましては、ただ今の事務局の説明のとおりで間違いあ

りません。 

よろしくご審議のほどよろしくお願いします。 

ありがとうございました。 

それでは、ただ今の議案第29号、番号１番について質疑を行いま

す。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第29号、番号１番について、採決を行います。 

本件は、許可とすることに、ご異議は、ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第29号、番号１番は、許可と決定い

たします。 

 



 

 

 

神本次長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

９番佐伯信治委員 

 

 

 

 

 

続きまして、議案第29号、番号２番を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

番号２番について、ご説明いたします。 

所在、地目は記載のとおりで、田１筆の面積が1,902平方メートル

の農地で、申請譲受人が耕作する農地に隣接する農地です。 

申請譲渡人は、令和５年６月12日に開催の令和５年第６回総会の

議案第26号番号２番として審議を経て農地法３条許可を受け、申請

地を譲り受けて約１年が経過しましたが、高齢で体調を崩しやすく

なり、一筆だけ離れた申請地への通作が負担となったため、申請地

に隣接する農地を耕作する譲受人に譲り渡したいとのことです。 

その旨、譲渡人から理由書が提出されています。 

権利移動は所有権移転で、譲受人は水稲を栽培するため譲り受け

るものです。 

譲渡人が約１年で譲り渡すことについては、やむを得ない事情で

あると考えられます。 

農地法第３条第２項各号に掲げられた不許可要件には該当せず、

全部効率利用要件、農作業常時従事要件、地域との調和要件などの

許可要件を全て満たしております。 

以上でございます。 

ただ今の事務局からの説明に関連して、地区担当農業委員からの

現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

佐伯信治委員 

９番、佐伯信治です。 

議案第29号番号２番に係る補足説明を行います。 

６月18日に農地利用最適化推進委員及び事務局職員と共に現地確

認を行いました。 

概要については事務局より説明されたとおりです。 

申請地は、ほ場整備の未実施地区にあり、主に水稲が作付けされ、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（山下会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山沿いで、階段状の農地が連なる谷間の地域です。 

現在、排水処理をするために休耕され、背の低い草が生えている

状況の農地です。 

現地確認後、譲受人に直接出会い、農地取得の意志及び今後の経

営等について確認をしました。 

定年退職を機に農業に専念しようとした時に話があり、譲り受け

ることに承諾したとのことで、水稲関係の農機具もすべてを保有さ

れ、一部の農地については個人で町直ししているため作付けしてい

ないが、他の箇所はすべて作付けしているとのことで、農業に積極

的に取り組んでおられる方でございます。 

次に、譲渡人にも直接出会い、経緯並びに意志を確認しました。 

申請地は耕作予定であったが、譲渡人自身が３月に長期入院して

しまったこと、農道等も未整備のため大型機械を進入させることに

自信がなくなったことから、隣接地は譲受人の所有であって、親戚

及び以前から共同で農業を行っていたことや将来の事を考えれば若

い後継者にとも考えて、思い切って贈与することにしたとのことで

す。 

以上の結果から譲渡に関しては、特に問題ないと考えますのでよ

ろしくご審議の程お願いします。 

ありがとうございました。 

それでは、ただ今の議案第29号、番号２番について、質疑を行い

ます。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第29号、番号２番について、採決を行います。 

本件は、許可とすることに、ご異議は、ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第29号、番号２番は、許可と決定い
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たします。 

 

続きまして、議案第29号、番号３番を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

番号３番についてご説明いたします。 

所在、地目は記載のとおりで、田１筆の面積が278平方メートル

で申請譲受人が購入予定の住宅に隣接する農地です。 

権利移動は所有権移転で、譲渡人は半年前まで耕作をしていまし

たが、一緒に耕作をしていた家族が亡くなり管理が難しくなったた

め、住宅と一緒に譲受人に譲り渡すものです。 

譲受人は、野菜等を栽培するため譲り受けるものです。 

農地法第３条第２項各号に掲げられた不許可要件には該当せず、

全部効率利用要件、農作業常時従事要件、地域との調和要件などの

許可要件を全て満たしております。 

以上でございます。 

ただ今の事務局からの説明に関連して、地区担当農業委員の現地

調査の結果及び補足説明について、説明原稿を提出していただいて

おりますので、事務局より説明をお願いいたします。 

神本次長補佐 

２番の歳光委員からお預かりしている説明原稿を代読させていた

だきます。 

６月26日に推進委員と事務局職員、私で譲渡人立ち合いによる現

地調査を行いましたので報告いたします。 

申請地については、今まで草刈り管理をされておりましたが、今

回、譲受人に畑を贈与、すぐ下にある家の売買と一緒に所有権移転

を行うものです。 

譲受人は現在岩国市に在住しておりますが、転居を考えていたと

ころ、この農地と家が一緒ということで譲り受けるものです。 
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調査項目に沿って調査を行いましたが問題ないと思います。 

よろしくご審議をお願いし、報告を終わります。 

以上でございます。 

ありがとうございました。 

それでは、議案第29号、番号３番について質疑を行います。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第29号、番号３番について、採決を行います。 

本件は、許可することにご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第29号、番号３番は、許可と決定い

たします。 

 

続きまして、議案第29号、番号４番を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

番号４番についてご説明いたします。 

所在、地目は記載のとおりで、畑２筆の面積が539平方メートル

の農地です。 

権利移動は所有権移転で、譲渡人は相続により農地を取得しまし

たが、遠隔地に居住しており管理ができないため譲り渡すもので

す。 

譲受人は、譲渡人の親から管理を任されていましたが、譲渡人か

らの申し出により、野菜や果樹を栽培するため譲り受けるもので

す。 

農地法第３条第２項各号に掲げられた不許可要件には該当せず、

全部効率利用要件、農作業常時従事要件、地域との調和要件などの

許可要件を全て満たしております。 
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以上でございます。 

ただ今の事務局からの説明に関連して、地区担当農業委員の現地

調査の結果及び補足説明について、説明原稿を提出していただいて

おりますので、事務局より説明をお願いいたします。 

神本次長補佐 

２番の歳光委員からお預かりしている説明原稿を代読させていた

だきます。 

６月26日に推進委員と事務局職員、私で譲受人立ち合いによる現

地調査を行いましたので報告いたします。 

申請地について、一筆については現在無農薬栽培による野菜を作

られており、もう一筆についてはウメ等の果樹が植えられ管理され

ておりました。 

譲渡人は現在他県に在住し不在地主であり、管理ができないため

贈与により譲渡するものです。 

また、譲受人は20年来この畑を管理委託され、自宅横について耕

作していた土地を、今回譲り受けるものです。 

調査項目に従い調査を行いましたが、問題ないと思います。 

よろしくご審議をお願いし、報告を終わります。 

以上でございます。 

ありがとうございました。 

それでは、議案第29号、番号４番について質疑を行います。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第29号、番号４番について、採決を行います。 

本件は、許可することにご異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第29号、番号４番は、許可と決定い

たします。 
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３番野村委員 

 

 

次に、議案第30号「農地法第４条第１項の規定による許可申請に

ついて」、番号１番を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

山崎書記 

５ページの議案第30号は、１議案１件です。 

番号１番について、ご説明いたします。 

本件は、令和６年３月11日に開催の第３回総会における、議案第

９号の番号２番として、農用地区域から除外することについての審

議に基づき、市長に、「異議がない」旨の答申をしたものです。 

その後、周南市長から、令和６年５月15日付けで農業振興地域整

備計画の変更の内定の通知があったものです。  

申請人は、高齢で管理ができないため、植林で管理しようとする

ものです。 

申請地は、鹿野総合支所から北東へ約800メートルに位置し、所在、

地目、地積は記載のとおりで、位置図、現地写真、公図は、参考資

料の１ページから５ページのとおりです。 

農用地区域除外後の農地区分は、農業公共投資の対象となってい

ない小集団の農地で第２種農地に該当します。 

土地の代替性はなく、事業計画書・資金計画書・被害防除計画書

など必要な書類も完備されており、許可基準を満たしています。 

なお、本件は、常設審議委員会意見聴取事案です。 

また、転用の許可は農用地区域除外後の施行となります。 

以上でございます。 

ただ今の事務局からの説明に関連して、地区担当農業委員からの

現地調査の結果及び補足説明をお願いいたします。 

野村委員 

３番、野村です。 

番号１番について補足説明をします。 
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６月25日に事務局職員と私の二人で現地確認をしております。 

申請地は草刈りがされ、管理されています。 

申請人は高齢でもあり、現地は日当たりも悪く、十分な収量が得

られないため、クヌギを植林したいとのことでした。 

今まではワサビ育成ハウスもあり、また放牧もしていましたが、

契約も切れたため今回の申請になったとのことです。 

調査項目に従い調査しましたが、問題はないと思われます。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

ありがとうございました。 

それでは、ただ今の議案第30号、番号１番について、質疑を行い

ます。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第30号、番号１番について、採決を行います。 

本件は、常設審議委員会から「許可が適当である」旨の回答があ

れば、許可とし、その施行は農用地区域除外後とすることにご異議

はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第30号、番号1番は、許可相当で、許

可の施行は農用地区域除外後と決定いたします。 

 

続きまして、議案第31号「農地法第５条第１項の規定による許可

後の事業計画の変更承認申請について」を議題といたします。 

事務局より議案の説明をお願いします。 

山崎書記 

６ページの議案第31号は１議案１件です。 

それではご説明いたします。 

本件は、令和４年12月９日に開催の令和４年第12回総会における、
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議案第49号番号４番としての審議を経て許可したものに関連しま

す。 

許可後、事業実施が予定より遅れているため、工事期間を令和７

年12月９日までに変更したいとの申請です。 

工期の変更はやむを得ないものと考えられます。 

以上でございます。 

ただ今の議案第31号について質疑を行います。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

議案第31号について、採決を行います。 

本件は、申請どおり事業計画の変更を承認とすることに、ご異議

は、ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第31号の事業計画の変更承認申請は、

承認することに決定いたします。 

 

続きまして、議案第32号、「令和５年度周南市農業委員会事業報告

の承認について」を議題といたします。 

事務局より議案の説明をお願いします。 

神本次長補佐 

議案第32号について、ご説明いたします。 

７ページの議案第32号は、別紙のとおり、令和５年度周南市農業委員会

事業報告書としてまとめましたので、本事業報告を承認することにつきまし

て、ご審議を求めるものです。 

本編は５ページから始まりますが、５ページから10ページには、「１組織

運営」として、総会、委員全員協議会、幹事会、広報委員会等の開催状況及

び改選後の新体制に向けた準備行為等を記載しました。 

10ページ、11ページには、「２農業委員・農地利用最適化推進委員」及び
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「３事務局体制」を記載しました。 

11 ページから35 ページには「４活動実績」で、(１)農地等の利用の最適

化を推進する活動、(２)地域計画策定に向けた協力、(３)農地法等関係活動、

(４)組織活動、(５)研修活動、(６)情報提供活動、(７)日常活動、(８)その

他の活動の８つの活動に区分して実績を記載しました。 

35ページから37ページには、「５まとめ」を記載しています。 

37ページから39ページは「６年間活動実績表」で、月別、日別の行事等の

活動実績を表としてまとめています。 

以上が本編で、41ページ以降が「資料編」になります。 

42 ページから45 ページが「１総会の議事」で、議案及び報告の月別の個

別件数を表にまとめています。 

46 ページから55 ページが「２農地法等に基づく処理状況等」で、許可処

分、届出の受理、証明書の交付等の処理状況を月別に区分して表にまとめて

います。 

56ページ、57ページが「３用途別転用の状況」で、農地法第４条・第５条、

許可・届出等に分け、用途別・施設概要別の転用の状況を表にまとめていま

す。 

58ページ、59ページが「４常設審議委員会の意見聴取」で、農地法第４条・

第５条に分け、月別の意見聴取の状況、用途別・施設概要別の転用の状況を

表にまとめています。 

60 ページから63 ページが「５農業委員・農地利用最適化推進委員の活動

状況」です。 

本編、資料編を合わせて全体で「事業報告」としています。 

以上です。 

ただ今の議案第32号の案件について、質疑を行います。 

ご意見、ご質問は、ございませんか。 

（なしの声あり） 

特に発言がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

なお、意味の変わらない、「てにをは」のような簡易な修正及び
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件数・面積等の数字の修正については、会長にご一任を頂きたい

と思います。 

このことを踏まえ、議案第32号について、採決を行います。 

本件は、承認することに、ご異議は、ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議がありませんので、議案第32号は、承認することに決定い

たします。 

 

次に、議事日程第３、報告事項に入ります。 

報告第48号「農地法第３条の３の規定による農地等の権利取得の

届出について」、事務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

８ページから11ページの報告第48号は、農地等を相続等により所

有権移転した旨を農業委員会に届出するもので、今回は12件です。 

内容は記載のとおりで、事務局長専決により書類を受理いたしま

したので、ご報告いたします。 

以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第48号を終わります。 

 

続きまして、報告第49号「農地法第４条第１項第７号の規定によ

る農地転用届出について」、事務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

12ページの報告第49号は、市街化区域内にある農地を、あらかじ

め農地の所有者等が農業委員会に届け出て、農地以外のものに転用

するもので、許可は不要とされています。 

今回は、２件です。 

内容は記載のとおりで、添付書類も完備されており、事務局長専

決により書類を受理いたしましたので、ご報告いたします。 
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以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第49号を終わります。 

 

続きまして、報告第 50 号「農地法第５条第１項第６号の規定に

よる農地等の転用のための権利移動の届出について」、事務局より

説明をお願いします。 

神本次長補佐 

13ページから16ページの報告第50号は、市街化区域内にある農地

等を、あらかじめ農地等の所有者及び転用事業者が農業委員会に届

け出て、農地等以外のものに転用するため、農地等の権利移動をす

るもので、許可は不要とされています。 

今回は、12件です。 

内容は記載のとおりで、添付書類も完備されており、事務局長専

決により書類を受理いたしましたので、ご報告いたします。 

以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第50号を終わります。 

 

続きまして、報告第51号「農地法第６条第１項の規定による農地

所有適格法人の報告について」、事務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

17ページの報告第51号ですが、農地所有適格法人は、農地法第６

条第１項及び農地法施行規則第58条の規定により、毎年、事業の状

況などを事業年度終了後３か月以内に農業委員会に報告しなけれ

ばならない、とされているもので、今回は４件です。 

添付書類も完備されており、農地所有適格法人としての農地法第

２条第３項に規定された法人形態要件、事業要件、議決権要件、役

員要件を満たしておりましたので、ご報告いたします。 
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以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第51号を終わります。 

 

 続きまして、報告第52号「開墾農地の耕作届出について」、事務

局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

18ページの報告第52号は、周南市農業委員会開墾農地の届出に係

る事務処理要領の規定に基づき、耕作届の提出により、農業委員及

び農地利用最適化推進委員３人に事務局職員が同行して現地調査

を行い、委員３人の協議により申請地が農地に該当するか否かの判

断をし、その結果により現地確認通知書を交付したので、同要領第

７条の規定により報告するもので、今回は１件です。 

現地確認の結果、すべて農地であると決定したので、農地台帳に

登載し、その旨を記載した現地確認通知書を交付しました。 

以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第52号を終わります。 

 

続きまして、報告第53号「非農地判断の結果について」、事務局よ

り説明をお願いします。 

神本次長補佐 

19ページから26ページの報告第53号は、利用状況調査実施後に非

農地判断が必要な対象地を抽出し、農業委員及び農地利用最適化推

進委員３人に事務局職員が同行して現地調査を行い、委員３人の協

議により対象地が農地に該当するか否かの判断をしましたので、周

南市農業委員会非農地判断に係る事務処理要領第14条の規定によ

り、非農地判断の結果を報告するもので、今回は150件です。 

判断の結果、農地に該当が49筆、29,860平方メートル、非農地に
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神本次長補佐 

 

該当が101筆、51,499.58平方メートルであると決定しました。 

以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第53号を終わります。 

 

続きまして、報告第54号「非農地判断施行前に非農地扱いとした

土地等が非農地であることの報告について」、事務局より説明をお

願いします。 

神本次長補佐 

27ページ・28ページの報告第54号は、非農地判断施行前に非農地

扱いとした土地、事務局判断により非農地扱いとした土地又は農地

とした荒廃農地のうち、課税地目が田又は畑以外であるものについ

て、周南市農業委員会非農地判断施行前に非農地扱いとした土地等

の非農地判断等に関する要綱の規定に基づき、総会へ非農地である

ことを報告するもので、今回は、土地所有者等から非農地通知書交

付の希望のあった33件です。 

これらの土地は、既に農地台帳の現況地目を非農地として処理し

ていましたが、今回、非農地であることを総会へ報告し、非農地判

断の手続を補完するものです。 

以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第54号を終わります 

 

続きまして、報告第55号「相続税の納税猶予の適用を受ける農地

等に係る農業経営を引き続き行っていることの証明について」、事

務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

29ページの報告第55号は、租税特別措置法第70条の６第１項の規

定により相続税の納税猶予の適用を受ける農地等について、農業経
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営を引き続き行っていることの証明願いがあったもので、今回は１

件です。 

内容は記載のとおりで、農業委員及び農地利用最適化推進委員３

人に事務局職員が同行して現地を確認いたしました。 

添付書類も完備されており､事務局長専決により証明いたしまし

たので、ご報告いたします。 

以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第55号を終わります。 

 

続きまして、報告第56号「現況が農地でないことの証明等につい

て」、事務局より説明をお願いします。 

神本次長補佐 

30ページ・31ページの報告第56号は、周南市農業委員会非農地証

明に係る事務処理要領の規定に基づき、非農地証明願の提出による

非農地証明書交付の申請を受け、農地台帳等で事前調査の上、農業

委員及び農地利用最適化推進委員３人に事務局職員が同行して現地

調査を行い、委員３人の協議により申請地が農地に該当するか否か

の判断をし、その結果により非農地証明書等を交付したので、同要

領第18条の規定により報告するもので、今回は７件です。 

非農地判断の結果、すべて非農地であると決定し、非農地証明書

を交付しました。 

以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第56号を終わります。 

 

続きまして、報告第57号「土地改良法第３条の規定による土地改

良事業に参加する資格に係る承認等について」、事務局より説明を

お願いします。 
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神本次長補佐 

32ページの報告第57号は、安田地区において行われる予定の土地

改良事業についてです。 

土地改良法は、原則として、農用地の所有者ではなく耕作者等、

即ち農用地につき権限に基づき耕作又は養畜の業務を営む者が、土

地改良事業に参加する資格を有すると定めています。 

このたび、耕作者等と所有者間で合意が整い、土地改良法第３条

第１項第２号の規定により、所有者が土地改良事業に参加する資格

について農業委員会の承認を得るため、土地改良法施行令第１条の

３第１項の規定に基づき所有者から当該土地改良事業に参加すべ

き旨の申出書が６月４日に提出されました。 

この申出に当たっては、当事者間で合意が整っているとのこと、

土地改良事業は、比較的長期間の事業であることや土地の区画形状

の変更や換地処分など土地の所有権にかかわるものであることか

ら、所有者が当該土地改良事業に参加することに問題はなく、事務

局長専決により、土地改良法施行令第１条の３第２項の規定に基づ

き当該申出を承認することを決定し、同条第３項の規定に基づきそ

の旨を６月５日に公告するとともに、申出者及び耕作者等へ通知い

たしましたので、ご報告いたします。 

以上でございます。 

説明が終わりました。 

以上で、報告第57号を終わります。 

 

これを持ちまして、本日の議事日程は、全て終了いたしましたの

で、令和６年第７回、周南市農業委員会総会を閉会いたします。 

お疲れ様でした。 

 

閉会（午前１０時４３分） 

 



上記決議を明確にするため、この議事録を作成し議長及び署名委員がこれに署名する。 

 

 

 

 

 

 


